
平成 29 年度 第 1回運営委員会議事録 

■ 日  時  ： 平成 29 年 4月 20 日（木） 18：00～20：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 市山、井上、川南（枚方市）、末岡、竹島、西原、丸井、事務局 

■ 欠席者  ： 伊丹、田中靖、豊高、宮村、 

■ 議  長  ： 末岡        ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料  

・ 温暖化対策事業推進チーム  

・ 平成 28 年度 10 回、平成 29 年度１回 自然エネルギー部会報告書 

・ 平成 28 年度第 12 回、平成 29 年度第１回まちづくり部会議事録 

・ 平成 29 年度 第１回環境教育部会議事録 、出前授業実績資料、くらわんか塾チラシ 

・ 公共交通部会 「第 23回バスのって！スタンプラリー」報告書 

  ・ 理事会議案書（案） 

 

1．報告事項 

（１）事務局報告 

   ・昨年度末で枚方市の大倉氏が運営委員を辞任され、今年度は川南氏が就任予定である。 

   ・国際ソロプチミスト枚方－中央より「自然エネルギー学校」へ寄付をいただいた。 

・「ごみ減量アイデアコンテスト」の件でｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝへ助成金申請し通過した。 

＜質問＞ 

 Q．「枚方市こども夢基金」を活用できないだろうか。環境保全課で検討してほしい。 

 A．検討する。       

    

（２）部会報告                                  

①地球温暖化防止対策推進チーム 

 ・「ごみ減量アイデアコンテスト」の実施に向けて協議している。 

  内容は議事録通り。 

②自然エネルギー部会 

    香里団地内の「こもれび水路」でピコ水力発電機を常設する件で枚方市との協議を重ねて

いる。今年度１年をかけて実現に向け準備する。また、 

自然エネルギー学校の内容がほぼ決まった。内容は議事録とおり。 

＜質問＞ 

 Q．バイナリー発電の講演とはどういうものか。  

     A．「穂谷の地に竹を活用したバイナリー発電所を」という話が出てきたことから、バイ

ナリー発電についての講演会を考えた。竹は成長が早く、２年サイクルで燃料とな

る。 しかし、伐採の手間や運搬に大きな課題があり「穂谷の地にバイナリー発電所

を構想」は無理との判断がなされたため、講演会も取りやめにした。  

 ③まちづくり部会 

   ・4 月 8 日に「枚方から村野古道」のウォーキングを行った。参加者は 29 名以上。 

   ・「まちづくり講座」は６月ぐらいに楠葉からスタートできるよう準備をすすめている。 

   ＜質問＞ 

 Q．広報に掲載するのか。また、枚方市の講座登録を利用してはどうか。 

     A．地域毎に開催したいので、広報には掲載しない。講座登録制度は市民の方は受け入れ



ていない。現在、それぞれの自治会の方に協力頂けるよう話をすすめている。  

 

④環境教育部会 

   ・４月より新しい部会として発足した。 

    ・資料をみてもわかるように、現在、出前授業の訪問校数が少ないので、部会員で手分け

して学校への PR 訪問を行っている。 

    ・訪問校は少ないが、受講者数は伸びている。それは、桜丘小学校の全校対象授業や楠葉

西小学校が増えたからである。 

＜質問＞ 

 Q．Ｓ-ＥＭＳ事業で学校を訪問する際に出前授業をＰＲしてもらうことはできないか。  

    A．Ｓ-ＥＭＳ事業は、環境に負荷をかけない行動をとれるよう具体的なアドバイスをし

ていくというものである。その中で出前授業についても紹介できればいいと思う。 

  ⑤公共交通部会 

    ・4 月 1 日（土）第２３回「バスのって！スタンプラリー」を開催した。 

桜はまだあまり咲いていなかったが、参加者は 445 人と多かった。 

    ・次回は、９月に開催予定である。 

    ・枚方市市政施行 70 諸オ年の記念事業への協賛として、夏休み企画「プレスタンプラ

リー」を計画している。バスであちこち巡り「なぞとき」をするような内容である。 

２．協議事項  

（１）運営委員会開催時間について 

    前々回に田中委員より「会議の開始時刻を早めてほしい」との意見があったがそれについ

てどうか。 

＜結論＞ 

     特に問題はないので、次回から 14：00 開始 16：00 終了予定とする。 

    

（2）理事会議案について 

 理事会議案ができたので、確認し、修正等があれば意見をいただきたい。 

  ＜質問＞ 

 Q．収入より支出が多いところに関しては、どういう処理をしているのか。  

    A．各事業でみるとそうなっているところがあるが、全体では収支はプラスになっている

ので大丈夫である。 

 

 

 

   

次回運営委員会 

日 時：2017 年 6 月 30 日（金） 14：00～16：00  

場 所：サプリ村野 環境保全研修室  


